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研究成果の概要（和文）：本研究では，1) 地域生活などを伝える映像コンテンツを活用した共想法に基づき高
齢者が語り合う場を作り出し，2) それを記録した上で共想法談話の特徴を修辞ユニット分析に基づき分析する
とともに， 3) 高齢者の認知機能活性化の効果を検証した。また，4) 地域の映像データのアーカイブ化とし
て，地方自治体の映像の整理を行うためのプラットフォームを作成し，地方で活躍する組織や人々の活動を紹介
する地方創生ポータルサイトとして運用した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we 1) created opportunities for elderly people to talk with 
each other based on the coimagination method using video content that convey community life, etc., 
2) analyzed the characteristics of the discourse based on rhetorical unit analysis after recording 
it, and 3) verified the effect of activating the cognitive functions of the elderly people. In 
addition, 4) we created a platform for organizing local government videos as an archive of local 
video data, and operated it as a portal site for local development to introduce the activities of 
organizations and people active in the local area.

研究分野： コーパス言語学

キーワード： 共想法　修辞ユニット分析　認知機能　アーカイブ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
共想法による認知機能活性化効果として言語流暢性の向上を明らかにしたこと，また，発言に含まれる単語数に
対する単語種類数の関係に関わる指数と総合的認知機能が相関することなどを明らかにした点に学術的意義があ
る。
コロナ禍でコミュニケーション不足が深刻化する中，遠隔会話支援システムを用いた共想法を通して高齢者が会
話する機会を定期的に設けることができた点，また過疎地を中心とする地方自治体が自身で地域活動を紹介する
ためのプラットフォームを作成し，地域創成ポータルサイトとして運用できた点に，社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
現代社会では，核家族化や SNS の普及などに伴い，会話不足に伴う高齢者の認知機能低下や対
面コミュニケーションの不足など，さまざまな問題が生じている。これらは，社会構造や地域社
会，医療福祉，テクノロジーなど，多岐に渡る問題が複雑にからまり，単独の学問分野での解決
は難しい状況にある。一方，地域生活の過去・現在を伝える映像コンテンツは，その地域の歴史
を伝える資料であり，保存の重要性が指摘されつつも，行政や企業が所有する公的資料や歴史的
価値のある資料などと比べると，その保存の取り組みはかなり遅れている。伝承するために必要
となる労力・経費にみあう価値を，地方自治体や地域住民が見出しづらいことがその背景にある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題の目的は次の通りである。 
• 共想法に基づく談話の特性の解明と認知活性化効果の検証：地域生活を伝える映像コンテンツ
を用いた共想法（認知症予防に有効とされる認知活動を支援するための会話手法）に基づき実
施される高齢者の談話の特性を明らかにするとともに，共想法談話を継続的に実施することに
よって認知機能の活性化につながるかを検証する。 

• 地域生活を伝える映像コンテンツのアーカイブ化：地域生活を伝える映像コンテンツを収集し
アーカイブ化するとともに，地域住民をその取り組みに参加させることで，地域生活の記録を
その担い手である住民自身が実践することの意義を見出す契機とする。 

 
３．研究の方法 
 
地域の生活や文化を伝える映像コンテンツを見ながら，それを題材に共想法に基づき高齢者

が地域生活等について語り合う場を創り出し，それを記録・アーカイブ化することによって，高
齢者の認知機能の活性化と地域生活・文化の映像データのアーカイブ化を連動させて実施する
計画だったが，次に示す通り 2019年度末から新型コロナウイルス感染症の影響で方法を見直す
こととなった。 

2018年度の準備期間を経て，2019年度は当初の計画通り，都内在住の高齢者 15名（中央区・
文京区・台東区の在住者中心）を対象に，「江戸を感じるもの」「お祭りに行ってみた」など居住
地域を中心とするテーマで「お江戸共想法」を対面の集合形式で 11回開催した。 
しかし 2019 年度末から新型コロナウイルス感染症の影響で対面での開催が困難となったこ

とから，研究方法を次の通り変更した。対面での活動が困難であったことから，試作開発中であ
ったスマートフォン・タブレットアプリを用いた遠隔会話支援システムに切り換えて共想法を
実施した。当初の予定であった地域アーカイブズを活用することに代えて，「春を探しに出かけ
てみた」「新年を感じるところに行ってみた」「ハザードマップを持って出かけてみた」などコロ
ナ禍において安全な外出を促進するテーマを設定し，共想法を用いて地域アーカイブズを構築
するという，当初計画になかった取り組みを行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 共想法に基づく談話の特性の解明と認知活性化効果の検証 
 
• 共想法による談話の特徴を明らかにする

ために，修辞ユニット分析を採用した。修
辞ユニット分析は選択体系機能言語理論
の枠組みによる英語談話分析手法
Rhetorical Unit Analysis（RUA）を日本
語に適用したもので，主語の分類と述部の
時制の分類の組み合わせからテキストの
修辞機能と脱文脈化指数が特定される。発
話の内容が，時空間的に実際に発話した時
刻，場所から離れているほど，脱文脈化し
た発言であると分類される。まずは，英語
談話分析手法RUAを日本語文法の観点か
ら検討を加え，その基準を「修辞機能分析」
としてまとめた。言語活動において脱文脈
化の程度が偏らないことが脳の活性化につ

図 1 修辞機能と脱文脈化指数 



 

 

ながると仮定し，修辞機能分析に基づき共想法による談話の持つ脱文脈化傾向を分析し，次
のことを明らかにした：ア) 共想法では，あらかじめ設定されたテーマに沿って撮影された
映像について説明する「話題提供」と，その説明に対する「質疑応答」が高齢者の複数人の
グループで実施されるが，話題提供と質疑応答では使用される修辞機能・脱文脈化指数に違
いが見られること，イ）設定されるテーマが一般的な話題の場合と個人的な話題の場合とで，
使用される修辞機能・脱文脈化指数に違いがある一方で，テーマに関わらない共通して使用
される修辞機能もあること，ウ）共想法では，話題提供・質疑応答後の小作文も行われるこ
とからその比較も行った結果，話し言葉と書き言葉というモードの違いによらず，テーマに
共通して使用される修辞機能がある一方，異なるものもあることが分かった。以上の結果は，
話題によっては脱文脈化程度が偏りうるため話題の選択をうまく調整する必要があること，
話題の提供では偏る場合においても質疑応答する中で脱文脈化の程度に広がりを持たせるこ
とが可能であること，会話による活動だけでなく小作文を書く活動も行うことによって多様
な修辞機能の使用につながることを示唆するものと言える。これらを踏まえて共想法のテー
マ設定や構成を設定した。 

• 共想法による認知機能活性化
効果について，ランダム化比
較試験を行い，効果検証を行
った。解析の結果，介入を通じ
て言語を取り出す能力にかか
わる認知機能である，言語流
暢性が向上することを明らか
にした。試験終了後の介入群，
対照群の頭部MRI画像を，脳
の状態を調べる代表的な 3 通
りの方法（安静時機能的結合
resfMRI，局所脳体積 VBM，
白質線維経路 DTI）で撮像し
たものを解析し，関連する脳
の領域間のつながりがよくな
り，関連する脳の領域の体積
が増加する可能性が示され
た。 
また，収集した会話データか
ら，会話特徴量と認知機能の
関係についても解析を行い，
新たな知見を得た。単語と認
知機能の関係をスケーリング
則の観点から分析したとこ
ろ，各参加者の発言に含まれ
る単語数に対する単語種類数
の関係に，Heaps’ law と呼ばれるスケーリング則が見られ，その指数であるβと総合的な
認知機能が相関することを明らかにした。βと MRI 検査で測られる脳の様々な指標との間
の関係を調べたところ，βの値が高い人ほど，意味処理に関連する左中側頭回前部の体積が
大きく，この領域とデフォルト・モード・ネットワークのコア領域である楔前部の安静時の
機能的結合が弱いことが分かった。 

 
(2) 地域の映像データのアーカイブ化 
 
• 映像コンテンツに関して，各自治体に対して個別アン

ケート調査を行った結果，映像制作に関する技術の進
歩や機材の高機能化によりコンテンツ制作のハード
ルは低下したものの，物語性を持ったコンテンツに関
しては多くの自治体が制作に苦慮していることが分
かった。そこで真鶴町と共同で，ソーシャルメディア
からの物語生成に関して試行を行い，日本マーケティ
ング学会・情報処理学会等で発表した。その上で，広
域自治体ではなく基礎自治体レベルでの映像の整理
を行うためのプラットフォーム「地方図鑑（Japan 
Local Picturebook）」を作成した。このサイトは，過
疎地のデータと共に，地方で活躍する，地域おこし協
力隊や一般社団法人，民間企業，教育機関など，様々
な人々の活動を紹介する地方創生ポータルサイトで

図 2 上が共想法に基づく PICMORプログラム実施の様子，ロ
ボットが司会進行。下が脳の領域間をつなぐ白質線維経路
で，介入群において結合が強かった領域を示すもの
[Sugimoto, Otake-Matsuura2022] 

図 3 プラットフォーム「地方図鑑」 
http://www.japanlocal.net 



 

 

ある。現在，713 件の自治体のコンテンツが登録されている。 
• 量的に充実しデジタル化も完了している茨城県県政ニュース映画について，自治体の協力を
得てナレーションの文字化を進めた。その上で，地域の高齢者に映像を観てもらいながらイ
ンタビューを行い，それぞれの記憶を引き出すというワークショップを利根町公民館で開催
した。またニュース映画と並び地域の記録として貴重な資料である広報誌は，公文書ではな
いため多くが散逸しがちであることから，茨城県利根町の広報誌「広報とね」を同町図書館・
民俗博物館などから発掘してデジタル化を行った。 
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